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学校におけるＩＣＴ環境整備の在り方に関する有識者会議 
これまでの議論の整理（案） 

 
 
１．次期学習指導要領を見越し、発達段階に

応じ、どのような学習場面及び学習場面に

応じた効果的なＩＣＴ活用事例が考えら

れるか。 

２．「情報活用能力（情報技術を手段として

活用する力を含む）の育成」、「主体的・対

話的で深い学び」の実現及び「個に応じた

指導」の実現等の観点から、上記の学習場

面及び学習場面に応じた効果的なＩＣＴ

活用事例も踏まえつつ優先的に整備すべ

きＩＣＴ環境は何か。 

３．優先的に整備すべきＩＣ

Ｔ機器等について、発達段

階に応じた学習場面及び

学習場面に応じた効果的

なＩＣＴ活用事例を想定

した上で求められる「機

能」として、どのようなも

のが考えられるか。 

４．各学校種・発達段階に応

じて、どのような学習場面

及び学習場面に応じた効

果的なＩＣＴ活用事例が、

どの程度（頻度）実施され

ることを想定するか。 

 ※限られた資源を有効活用す

るという観点を踏まえるこ

とも必要ではないか。 

５．上記１～４の論点につい

て、深堀りして議論するた

めに、どのようなエビデン

スが必要か。 

６．その他 

（次期学習指導要領を踏まえた検討） 

○ 次期学習指導要領に向けた中教審で言

われている「主体的、対話的で深い学び」

を実現するためという視点から全体像を

まず整理する必要があるのではないか。 

○ 次期学習指導要領では「思考力」が大切

であると言われているが、ＩＣＴは思考を

可視化するための道具であることが認識

されると、各教科でもＩＣＴが活用される

のではないか。また、「協働」という観点

からも、思考の可視化、保存、再生、分析

が可能なＩＣＴは非常に有効な道具にな

る。 

ＩＣＴは「考え」を表現するために適し

たツールである。さらにプログラミングに

よって、言語で表現するには難解な事柄を

動的に表現することも可能。 

表現され、保存された「考え」はネット

ワークによって、他者と交換や共有が可能

となる。 

○ デジタルコンテンツにより、例えば、立

体的に見る、目に見えないものを可視化し

て見るといったことが可能となり、そのこ

とにより、思考力、判断力、表現力も発揮

され、対話も活性化し、その結果、生きて

働く知識・技能となり、社会とのつながり

も理解をし、従来の教材では学べなかった

（ICT 環境整備の考え方） 

○ 学習活動から見たICTの優先順位という

観点から考えていくことが重要。 

○ 誰が見ても保護者負担や個人負担にな

らないようなものは先に整備しておくと

よい。 

○ その学習活動にICTが絶対に必要かどう

かという観点から整備していくことが必

要。 

○ 児童生徒用端末の導入以前に、どの教員

でも容易に活用できる提示型ICT環境の常

設が最優先。 

○ 何よりも重要なのがインフラ（無線ＬＡ

Ｎ環境、データサーバ）の整備。 

※どのようにハイスペックな機器が導入

されても、無線 LAN 環境、教育用のデー

タサーバ（データの保存）等のインフラ

がしっかりしていなければ活用できな

い。 

○ インフラの整備の次に必要なのはソフ

トウェア。学習に必要なソフトウェアをイ

ンストールすることで、初めて学習活動に

活用することができる。デジタル教科書以

外には、授業支援ソフト、個別学習ソフト

等のソフトウェアが導入されることが必

要。 

○ インフラ及びソフトウェアの次に必要

（キーボード） 

○ 児童生徒用の教育用コ

ンピュータに各自の考え

を書き込む授業を行うよ

うにするためにもキーボ

ード入力の能力を育てる

ことが必要。このため、教

育用コンピュータには、キ

ーボードが不可欠。 

 

（大型提示装置） 

○ 現在、電子黒板となって

いる書き方等も含めて考

えるべき。 

○ 天吊りのプロジェクタ

ーも含めて、地財措置の対

象とするか検討すること

が重要。 

○ また、提示装置としてど

の程度の大きさが望まし

いか整理していくことが

必要。 

 

（その他） 

○ シンプルな機能のもの

を整備していくことが、整

備の進めやすさにつなが

○ 児童生徒が活用する教

育用コンピュータは、とり

あえず、１日１回くらいの

活用ができるような台数

があるとよいのではない

か（教材も不足しており、

１日１時間以上端末を使

って授業することは、現時

点では、教員にとって現実

的ではないのではない

か）。 

 ※教科担任制の中学校・高

等学校の場合、別の考え

方が必要ではないか。 

○ 教員による ICT 活用に

ついては、児童生徒の興味

関心を高める、課題を明確

につかませる等の目的だ

と、ほぼ毎日・毎時間使う

ことが自然になる。 

 

（ICT 活用の実態調査につい

て） 

○ 調査対象校については、

先進的校だけでなく、日常

的に ICT が活用されている

学校も含めて頂きたい。 

○ 課題の提示、情報の収集、

整理、分析、発表資料の作

成、振り返り、発表といっ

たサイクルのどこで ICT を

活用したのかという観点が

あるとよい。 

○ 授業における活用実態に

ついては、指導案の分析か

らだけでは見えてこないと

ころがある。タブレットだ

ったらタブレットの画面を

見て、子供たちが何を見て

いるのか把握するなどの調

査上の工夫が必要。 

○ ICT 活用の「頻度」、「必須

性」に加え、「活用した時間」

も調査した方がよい。 

○ ICT が活用されない阻害

要因についてもわかるとよ

い。 

○ ICT は教育課程全体で活

○ ICTを学校で活用し

てもらうためには教

員研修が大事。 

○ 従来の買い取りや

レンタル・リースとは

異なる、使用率に応じ

た支払い等、契約に関

わることについても

検討していく必要が

あるのではないか。 

○ ICT 環境整備の推

進、教員の指導力の向

上、児童生徒の資質・

能力の向上が、並行し

てステップアップし

ていくようなロード

マップがあるとよい。 

○ ICT 整備について、

現状ではその重要性

が市町村教育委員会

に十分に理解されて

いるとは言いがたく、

また、何をどの程度整

備していいのかもわ

かりにくい。今後、ICT

整備についても、わか

りやすい指標と達成

資料２ 
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レベルの学習が起きる可能性がある。 

○ デジタルワークシートの共有により、対

話の活性化、学校間を超えた対話が可能と

なり、従来できなかった対話的な学びが実

現する。 

○ 社会科見学など、普段は遠くて行けない

ような場所の人の話を、ＩＣＴを通じて聞

きながら、深く学ぶことが可能となる。 

○ 多様な資料から自分で取捨選択して、自

分なりの考えを持つ学習の展開が考えら

れる。また、タブレット端末を用いて、見

学や観察した内容を撮影・記録する活動も

考えられる。 

○ 次期学習指導要領の教科・領域の強調点

とそれを具現化する学習活動、そしてＩＣ

Ｔの活用をセットで整理することが必要。 

○ 「主体的・対話的で深い学び」に関わる

ものだけでなく、「わかる授業の実現」と

いうことも対象として議論すべき。 

○ 児童生徒の資質・能力の育成に最も大き

く関わるのは教員の授業力であり、あたか

もＩＣＴを使えば資質・能力が育成される

という誤解を招かないような示し方が必

要。 

 

（教員による ICT 活用） 

○ 教員の ICT 活用は、学習のあらゆる場面

で使われている。 

○ 教員による ICT 活用は、教育の情報化に

関する手引き等で、以下の４つに整理。 

 ・学習に対する児童生徒の興味・関心を高

めるため 

 ・児童生徒一人ひとりに課題を明確につか

ませるため 

 ・わかりやすく説明したり、児童生徒の思

考や理解を深めたりするため 

 ・学習内容をまとめる際に児童生徒の知識

の定着を図るため 

○ 教員による ICT 活用の主なものは、資料

などの提示がほとんど。 

○ その際に使われる ICT 機器は、以下の２

となるのが教室における大型提示装置や

実物投影機等の機器整備。 

○ 高等学校の場合、学校が（ネットワーク

等の）インフラを整備し、生徒のスマート

フォンをつなげられる環境が整えば、１人

１台情報端末の学習環境の実現に近づく

のではないか（情報端末を持っていない生

徒に対しては学校が貸し出す。）。 

○ アクティブ・ラーニングをするに当たっ

ては、実物投影機（書画カメラ）とプロジ

ェクターが有効（コンピュータを使わない

ICT 機器の活用が、教員の活用のハードル

を下げている）。 

○ ＩＣＴがなくてはできない学習活動と、

ＩＣＴの活用が選択肢の一つであるが、あ

った方がはるかに有効というものとを整

理することが必要。 

 

（ICT 機器の置き方：全般的事項） 

○ 全ての教室に、使いやすい ICT 機器が使

いやすく常設されている場合、ほぼ毎日使

われている。 

 

（ICT 機器の置き方：大型提示装置） 

○ 大型提示装置や実物投影機等の機器は、

「教室に常にある」「スイッチ一つですぐ

に使える」環境にすることが必要。 

※常設の提示型ICT環境でICT活用の基本を習得

した教員は、ICT 活用の有効性をよく把握し、

次のステップに容易に進むことができた。 

○ 小学校の場合、大型提示装置を運んで使

うのは現実的ではないため、普通教室への

大型提示装置の常設が必要。 

○ 中学校の場合、教科担任の教員が教室を

移動することを考慮すると、普通教室への

大型提示装置の常設が必要 

○ ワンフロアに１台の大型提示装置だと、

活用したい時間帯がクラス間で重なるな

ど調整が難しい。また、電子黒板だと１台

100 キロ以上あるので、子供の安全を考え

ても教室に常設が望ましい。 

るのではないか。 用されていることが予想さ

れるため、各教科等の授業

外での活用についても調べ

ていただきたい。 

○ 段階的な整備の重要性が

明らかになるように、これ

までどのような順番で整備

を進めてきたのか、また、

ICT 活用が普及したのはど

の時点であるかも調査して

頂きたい。さらに、整備を

進める過程で、どのような

研修が効果的であったのか

について、できれば校内研

修体制についても調査項目

として検討して頂きたい。 

○ ツールなどのソフトの機

能・種類や教材コンテンツ

の種類についても調べてい

ただきたい。 

○ 教材整備指針に盛り込ま

れている品目等に代替する

形で ICT 機器等を整備して

いる事例があれば調べてい

ただきたい。 

○ ICT 環境整備が進んでい

る自治体は、どのような指

標をもって財政当局に説明

しているのかという点がわ

かるとよい。 

 

 

率を示していくこと

は、整備を促進するた

めに必要。 
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点。 

 ・映す内容を提供する ICT（コンテンツ等） 

 ・大きく提示する ICT（プロジェクター、

大型テレビ等） 

○ 教員による提示としては以下のような

ものがある。 

 ・大きくスクリーンに教科書・教材・ノー

ト等を拡大投影 

 ・デジタル教材の拡大投影 

 ・具体的な実演や操作を拡大投影 

 ・指導者用デジタル教科書の活用 

 ・フラッシュ型教材の活用 

○ 色々な学びを進めて行く中で、課題をど

う提示するが極めて重要。 

○ その他、以下の点の考慮が必要。 

 ・教材研究・指導の準備・評価のための

ICT 活用 

 ・児童生徒の ICT 活用に付随した ICT 活用

（児童生徒の教育用コンピュータの作

業を画面に映すなど） 

 

○ 教師が課題を提示したり、わかりやすく

説明したりすることが、児童生徒の学習活

動を支えることにつながり、教科等で共通

する ICT 活用になる。 

 

（児童生徒による ICT 活用） 

○ 現行学習指導要領解説では、児童生徒の

ICT 活用として、インターネットで情報を

集めるといった「情報の収集」や「映像等

の視聴」という記述が多い。 

○ 児童生徒による ICT を活用した学習場

面としては以下のようなものがある。 

 ・ノートやワークシートを実物投影機で映

して発表 

 ・調べたことなどをプレゼン資料にまとめ

て発表 

 ・教育用コンピュータをノートやワークシ

ートの補助として活用し、個人で課題に

取り組む際に試行錯誤したり、考えたり

したことを書き込む 

○ 電子黒板の整備を優先してほしいとい

う要望が、現場からも保護者からも多くな

っている。 

○ 提示装置だけでなく、何を提示するかも

重要である。提示方法として、出力として

の ICT 機器と、入力としての ICT 機器があ

る。出力と入力の組み合わせとして、以下

のような組み合わせで考えていく方法も

ある。 

 ・出力（プロジェクタ・電子黒板等） 

＋入力（PC） 

 ・出力（プロジェクタ・電子黒板等） 

＋入力（実物投影機） 

 ・出力（プロジェクタ・電子黒板等） 

＋入力（タブレット） 

 

（ICT 機器の置き方：教育用コンピュータ） 

○ 教育用コンピュータは、グループ単位で

はなく、クラス単位で整備していくことが

必要。 

 

（学習用ソフトウェア） 

○ 学習用ソフトウェアの整備も重要。ツー

ル系とコンテンツ系の２つの区分けが必

要。 

○ 一番簡単・手軽なのは、指導者用デジタ

ル教科書ではないか。 

 

（サーバ等） 

○ クラウドが読めるようにしておくこと

が重要（クラウドにあるソフトを使うこと

により、低価格化、管理の簡易化等が実

現）。  

 

（その他） 

○ 完全な１人１台教育用コンピュータ環

境の整備が困難な現状では、児童の ICT 操

作スキルを育成するためにも、従来のパソ

コン教室は、今後も必要。 
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 ・書き込んだことを隣同士で見せ合い考え

を共有し、さらに授業支援システムを活

用して学級全体で共有 

 ・個別学習で問題に取組（問題提示と解答

確認。） 

 ・教育用コンピュータに転送した資料の読

み取り 

 ・インターネットを活用した情報収集 

 ・調べたことや学んだことをまとめ、表現

する 

○ 教育用コンピュータの活用事例を見る

と、文章を表示したり、図や写真を表示し

たりするような見る活動が多い。一方で、

入力に不自由している可能性がある。 

○ 実際の学習場面を見ると、最も多いのが

個別学習。個別学習からグループ学習に行

き、個別学習に戻るといった学習は行われ

ているが、最初から最後までグループ学習

という実践は多くない（グループ学習のみ

に対応した教育用コンピュータでは不足

する可能性）。 

○ 総合学習には、ICT を活用すればより充

実すると考えられる活動（講話を聞く、イ

ンタビューなどでの録音撮影など）や、ICT

が不可欠な活動（インターネットで調査）

などがあり、教育用コンピュータが活用で

きる学習活動は広がる可能性がある。 

○ ＩＣＴを学びの道具として子供たちが

活用するには、情報を集め、まとめて、発

信することなどの情報活用能力、基本的な

ＩＣＴスキルを普段から意図的に鍛え、さ

らに、様々な学びに必要な技を身に付けさ

れることが重要。 

○ 児童生徒の ICT 活用では、実物投影機や

コンピュータを活用して、自分の伝えたい

ことを他の児童生徒にわかりやすく発表

する場面が挙げられる。さらに、絵図や表、

グラフなどを用いて効果的に表現したり

するために、コンピュータやプレゼンテー

ションソフトなどを活用することなどが

挙げられる。 



5 
 

 

（ICT の段階的な活用） 

○ 第一段階（実物投影機＋大型提示装置） 

 ① 教員が、実物投影機＋大型提示装置

で、教材等を提示。 

 ② 生徒が、実物投影機＋大型提示装置

で、提示した考え方等について説明。 

○ 第二段階（ＰＣ＋大型提示装置） 

 ① 教員が、ＰＣ＋大型提示装置で、教材

等を提示。 

 ② 生徒が、ＰＣ＋大型提示装置で、提示

した考え方等について説明する。 

○ 第三段階（生徒がＰＣを活用） 

 ① 教員が生徒に、課題を送信する。 

 ② 生徒一人一人が、自己にあった課題に

取り組む（個別学習） 

 ③ グループで意見や考えを共有しなが

ら深める（協働学習） 

 ④ 学級全体で、自己の考え方等を発表す

る。 

 

（その他） 

○ 米国や豪州など、教育における ICT 活用

が進んだ国では、ワードを使い表にまとめ

る等、大人と似たような活用が行われてお

り、このような諸外国の歴史から学ぶこと

もあるのではないか。 

○ ICT 支援員の話も出てきているので、こ

れについても項目立てを検討いただきた

い。 

 


